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第 二 の 人 生

リュドミラ・エルマコーヴァ　

わたしが神戸外大で勤務したのは全部で12年になります。おそらく外大の

多くの先生方は，ほんの短い間じゃないかと思われるでしょう。でもそうい

う方々にわかっていただきたいのです。わたしにとってこれがもう一つの人

生を生きるための本当にびっくりするような万に一つのチャンスだったのだ

ということを。

教師なら誰でも「我々は教えることによって学ぶ（Docendo discimus）」

というラテン語の格言を実感すると思います。この12年の間，わたしはこれ

を座右の銘としてきましたし，いまでも肝に銘じています。外大に着任した

時，すでにロシア語を教えた経験があったのですが，やはり最初のうちは何

といっても自分は日本学の研究者なのだと思っていました。なぜなら，1994

年に来日するまでわたしは主として日本文学の研究にたずさわっていたから

です。それも，最古期の神話や伝承，そして詩歌，例えば『万葉集』や平安

期の和歌を研究の対象にしていました。

文学に対する愛着は人が一生を通じて持ち続けるものですが，それが芽生

えるのはまだ幼い頃で，自分の言語と文学を心で感じ取ることで生まれるの

だと思います。そして，自国の言語と文学は，いつのまにかわたしたちが文

芸を理解する際の基準点になっています。しかし，神戸外大で授業をしてい

たおかげで，わたしはロシアの文学と文化を他者の目で見られるようになり

ました。このため日常的にはロシア文学に浸りながら，自分の職業として日

本文学の研究に携わるという，この２つの「文学の帝国」を両立させること

ができたわけです。これについては，ロシア学科の同僚の方々に負う所も大
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きく，皆さんには生涯感謝し続けたいと思っています。とてもすばらしく専

門的なコミュニケーションに恵まれましたし，大学での日常の生活において

も，この12年間ロシア学科の教員として勤務している間に，誤解を受けたり

何か些細な侮辱を受けたりしたことが一度もありませんでした。これは奇跡

的なことだと思います。

また，わたしは学生たちから多くのことを学び知りました。ロシア文学の

様々な現象を学生の目で見られるようになったのです。こうやって別の視点

から見つめることで，そして学生とこのような接触をすることによって，ど

ちらの側にも新たな理解，新たな発想，あらたな認識が生まれたのでした。

最後にもう１つだけ言っておきます。自分が教えているのは授業の学科だ

けではないということを教師なら知っているはずです。昔話になりますが，

わたしの息子が12歳のとき，わたしたち親子は友人の家族といっしょに海辺

で休暇を過ごすことになりました。この一家の主はモスクワの優れた言語学

者で，わたしは息子がこの方から旺盛な学問的興味と言語学に対する熱意を

見習ってくれることを内心期待していたのです。ところが，結果は違ってい

ました。息子はこの方の「ビートルズ狂」に感化されてしまったのです。こ

れ以来，わたしは学生たちがロシア文法とロシア詩法とともに一体何をわた

しから受け取っているのだろうかといつも考えるようになりました。

（翻訳　岡本崇男）


